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案　

内

案　

内

交
通
遺
児
等
へ
の「
無
利
子

貸
付
・
介
護
料
支
給
」に
つ

い
て

　

一
家
の
働
き
手
が
自
動
車
事
故

に
よ
っ
て
、
死
亡
、
ま
た
は
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
家
庭
の
児
童
・
生
徒（
中
学
生
ま

で
）を
対
象
に
、
経
済
的
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
無
利
子
貸
付

対
象
▼
自
動
車
事
故
が
原
因
で
死

亡
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が

残
っ
た
人
の
子
ど
も（
中
学
３
年

生
ま
で
）。

貸
付
金
額
▼
子
ど
も
一
人
に
つ
き

①
一
時
金（
初
回
の
み
）15
万
５
千

円
②
月
額
２
万
円
③
小
中
学
校
へ

の
入
学
支
度
金
4
万
4
千
円
。

利
子
▼
無
利
子

返
済
方
法
▼
中
学
校
卒
業
後
、
20

年
間
で
均
等
返
済
※
高
校
・
大
学

進
学
者
は
卒
業
ま
で
返
還
を
猶
予

し
ま
す
。

■申は申込み先、
■問は問合せ先です。

■
介
護
料
支
給

対
象
▼
自
動
車
事
故
が
原
因
で
重

度
の
後
遺
障
害
が
あ
り
、
常
時
ま

た
は
随
時
、
介
護
が
必
要
な
人
。

支
給
金
額
▼
後
遺
障
害
等
級
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
へ
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

■問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
茨
城
支
所

☎
０
２
９（
２
２
６
）０
５
９
１

笠
間
地
区
お
よ
び
水
戸
建
築

高
等
職
業
訓
練
校
の
生
徒

募
集

　

訓
練
生
は
、
職
場
で
建
築
大
工

職
と
し
て
現
場
作
業
の
実
施
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
各
校
で
３
年
間

就
学
す
る
と
２
級
技
能
士
の
受
験

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

技
能
照
査
に
合
格
す
る
と
学
科
試

験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
▼
中
学
校
・
高
等
学
校
・
専
門

高
校（
卒
業
見
込
者
含
む
）を
卒
業

し
て
、
事
業
所
に
建
築
大
工
職

と
し
て
就
職(

見
込
者
含
む)

し

た
人
。

授
業
料
▼
年
間
３
万
円（
笠
間
）、

年
間
６
万
円（
水
戸
）

申
込
み
▼
各
校
に
用
意
し
て
あ
る

規
定
の
入
校
申
込
書
に
記
入
の

上
、
事
業
主
を
経
由
し
て
各
校
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
4
月
1
日（
日
）ま
で

■申
・
■問
笠
間
地
区
建
設
高
等
職
業

訓
練
校　

事
務
局　

山
田　

☎
0
２
９
６（
７
２
）７
０
５
２

水
戸
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

☎
０
２
９（
２
２
６
）０
４
０
５

就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、
就
職
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。「
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
」の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
、
就
職
支
援
の
専
門
家
が

無
料
で
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
▼
2
月
27
日（
火
）午
前
10
時
〜

午
後
４
時（
講
義
／
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分　

個
別
面
談
／
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

会
場
▼
友
部
公
民
館
２
階
会
議
室

募
集
人
数
▼
30
人（
先
着
順
）

内
容
▼
職
業
適
性
診
断
、
適
職
探

し
、
職
務
経
歴
書
の
記
載
指
導
、

面
接
の
受
け
方
指
導
、
求
人
情
報

の
提
供
な
ど
。

■問
本
所
商
工
課（
内
線
５
１
６
）

e-m
ail:syoko＠

city.kasam
a.

lg.jpホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
ま
す

　

笠
間
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

国
際
協
力
機
構(

J
I
C
A)

つ
く

ば
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
を
笠
間
に

招
く
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
行
い

ま
す
。
研
修
生
は
、
ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
な
ど
の
国
か
ら
先
進
技

術
を
学
ぶ
た
め
に
日
本
に
来
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
３
月
３
日(

土)

〜
４
日

(

日)

１
泊
２
日

※
会
話
は
英
語
が
中
心
と
な
り
ま

す
。
宗
教
に
よ
っ
て
食
べ
物

等
に
制
限
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
込
期
限
▼
２
月
20
日(

火)
■申
・
■問
笠
間
市
国
際
交
流
協
会　

☎
０
９
０（
２
７
６
１
）８
７
１
１

本
所
市
民
活
動
課（
内
線
１
３
４
）

家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

統
合
失
調
症
っ
て
ど
ん
な
病

気
？
ど
う
か
か
わ
れ
ば
い
い
だ
ろ

う
？
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
病

気
の
こ
と
、
利
用
で
き
る
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
な
ど
を
学
べ
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
２
月
22
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場
▼
茨
城
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

３
階
セ
ミ
ナ
ー
室（
水

戸
市
笠
原
町
９
９
３-

２　

い
ば

ら
き
予
防
医
学
プ
ラ
ザ
内
）

内
容
▼
講
演「
障
害
者
自
立
支
援

法
の
活
用
に
つ
い
て
」（
水
戸
市
障

害
福
祉
課　

精
神
保
健
福
祉
士　

鈴
木
寿
典
氏
）

対
象
者
▼
統
合
失
調
症
の
人
の

家
族

参
加
費
▼
無
料

■申
・
■問
水
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

☎
０
２
９（
２
４
１
）０
５
７
１
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２月の納税

■固定資産税
（第４期）

■介護保険料
（第６期）

納付期限は
２月２８日（水）

テレフォンサービステレフォンサービス
（☎0296-77（☎0296-77--9711）9711）
2月10～19日/生活情報
「まもなく1年生！これ
できる？」
2月20～28日/民話「ウ
ルチがモチに」
3月1～10日/北山の四季
「ウメそしてウグイス」

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告②エコフロンティアかさま監視委員会活動報告②
「施設モニタリング」
　最終処分場内に溜まった水について浸出水処理施
設で有害物質（シアン化合物等）を除去し、下水道に
放流していて、その水質は下水道基準より非常に低
い数値である。また、処分場以外の雨水については、
防災調整地から排水基準よりかなり低い数値で涸沼
川に放流されているのを確認した。

市
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
内
３

か
所
に｢

市
民
ご
意
見
箱｣

を
設

置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

記
入
用
紙
は
ご
意
見
箱
近
く
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
が
、
任

意
の
様
式
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

設
置
場
所
▼
①
市
役
所
本
所
／

１
階
総
合
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
②

笠
間
支
所
／
１
階
総
合
案
内
カ

ウ
ン
タ
ー
③
岩
間

支
所
／
正
面
玄
関

右
側
戸
籍
ポ
ス
ト

　

本
所
秘
書
課

(

内
線
２
２
５)

下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備

工
事
は
お
早
め
に

　

河
川
や
湖
沼
の
水
の
汚
れ
は
、

各
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
雑
排
水

が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

下
水
道
は
、
美
し
い
自
然
と

人
々
が
健
康
で
快
適
な
生
活
環

境
を
守
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
平
成
４

年
４
月
か
ら
下
水
道
の
供
用
を

一
部
の
地
域
で
開
始
し
、
今
後

も
使
用
で
き
る
地
域
の
拡
大
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

使
用
で
き
る
地
域
内
に
居
住

し
て
い
る
人
で
、
ま
だ
個
人
の
負

担
で
整
備
す
る
排
水
設
備
工
事

（
公
共
桝マ

ス

に
接
続
す
る
工
事
）が

済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
早
め
に

排
水
設
備
工
事
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
続
工
事
は
必
ず
、
笠

間
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
／
下
水

道
課
業
務
グ
ル
ー
プ（
内
線
７
１

１
３
１
）

農
業
集
落
排
水
に
つ
い
て
／
農
業

集
落
排
水
推
進
室（
内
線
７
１
１

１
１
）

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す

　

質
の
高
い
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
▼
３
月
18
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分（
集

合
：
午
後
１
時
15
分
）

会
場
▼
友
部
公
民
館　

１
階　

多

目
的
ル
ー
ム

受
講
資
格
▼
笠
間
市
に
在
住
、
笠

間
市
に
在
学
・
在
勤
の
人

受
講
料
▼
無
料

定
員
▼
30
人（
先
着
順
）

申
込
み
▼
３
月
12
日（
月
）ま
で
に

左
記
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■問
友
部
消
防
署　

救
急
係

☎
０
２
９
６（
７
８
）０
１
１
９

ＪＲ友部駅　橋上駅舎・南北自由通路の
利用を開始

友部駅周辺完成イメージ

　【利用開始日時】
　　橋上駅舎　　　　　３月４日 (日 ) 始発電車から
　　自由通路 (北口 )　３月４日 (日 ) 正午から　

　平成 16年からＪＲ東日本㈱水戸支社とともに、整備
を進めてきたＪＲ友部駅の橋上駅舎と南北自由通路が完
成し３月４日 (日 ) から利用できるようになります。
　新しい駅舎は、従来の南口からだけでなく、北口から
も利用できます。また、自由通路は 24 時間通行でき、
大変便利になります。
　駅舎と自由通路には誰もが利用しやすいように、エレベーター、
エスカレーターを設置し、自由通路の階段下には公衆トイレ (多機
能トイレを含む )もあります。
　なお、北口の駅前広場は引き続き工事を行っていて、車両等の進
入について一部制限をしています。ご不便をお掛けしますが、ご協
力をお願いします。

　本所都市建設課 (内線５８０)　

■問

■問
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